
近年、地球温暖化への世界的な危機感は大きく高まっ
ており、国内でも令和 3 年に地球温暖化対策法が改
正されるなど、大きな転換点を迎えています。
本市でも、地球温暖化対策実行計画の見直しを進め、
今年 2 月には「2050 年ゼロカーボンシティ宣言」を
しました。宣言の意図や、実現に向けた市の取り組
みを紹介します。 

What’s カーボンニュートラル？ 

　　温室効果ガス削減に向けて本市が目指す姿

カーボンニュートラルって、なに？
　カーボンニュートラルとは、二酸化炭素（CO2）な
どの温室効果ガスの排出量と吸収量を均衡させるこ
とを意味します。 

なんで、カーボンニュートラルが必要なの？
　地球温暖化に代表される気候変動・気候危機を回
避するためには、今すぐ取り組まなければなりません。
そのための手段が、カーボンニュートラルです。 

ゼロカーボンシティ宣言

　本市は、2050年までに二酸化炭素をはじめとする温室効
果ガスの排出量を実質ゼロとすることを目指す「ゼロカーボ
ンシティ」を令和5年2月に宣言しました。
　この宣言は、本市が、
カーボンニュートラル・
脱炭素社会の実現に向
け、行政のみならず、市
民や事 業 者と一 体と
なって、その実現に向け
て取り組んでいく決意
を示したものです。 

改定の背景 

　我が国での、温室効果ガス排出量の削減目標の上
方修正、カーボンニュートラル社会を目指すなど、世
界の潮流として加速する地球温暖化対策の動きに対
応するため、令和３年３月に策定した「第４期四日市市
環境計画（令和３年～令和１２年度）」とその中に含ま
れる「四日市市地球温暖化対策実行計画」を中心に
改定します。 

マラリア感染地域の増加

海面上昇

異常気象の増加

動植物の絶滅リスクの増加

宣言を掲げる市長 

食料不足

+CO2
+CO2
－CO2

2050

地球温暖化で
起こる問題 

  世界で目指すカーボンニュートラル社会

必要なことは…
◦排出量を減らす　　◦吸収量を増やす

カーボンニュートラルを達成するために、 四日市市はどうしていくの？

カーボンニュートラル実現へ向けた環境計画の改定

主な改定内容

◦国のマニュアルや、県に準じた温室効果ガス排出量の計算手法の見直し
◦2050年カーボンニュートラル実現を目指した削減目標の上方修正
◦再生可能エネルギー導入目標の策定
◦2050年カーボンニュートラル実現を目指した将来ビジョン、ロードマップの作成
◦温室効果ガス排出量削減に向けた取り組みとして、具体的な施策の強化

脱炭素対策を
加速！！

脱炭素社会の
実現を
目指します

カーボンニュートラルカーボンニュートラルな
四日市四日市を目指して目指して
カーボンニュートラルカーボンニュートラルなな
四日市四日市をを目指して目指して
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省エネ

蓄エネ

創エネ
●太陽光発電
●燃料電池
●地中熱ヒートポンプ

●蓄電池
●V2H（電気自動車を活用）
●電気自動車等充電設備

●HEMS

省エネ ZEH※＝＋創エネ

事業者の取り組み 本市の取り組み 

●スマートシティ構築促進補助金 
　 　温室効果ガスの排出を抑制するため、市内の住宅に導入す

る創エネ・蓄エネ・省エネ設備へ補助をしています。令和５年
度から新たに電気自動車等充電設備を補助対象としました。

　 　また、太陽光発電設備と蓄電池とＨＥＭＳ（家庭用エネル
ギー管理システム）など、より効果的なエネルギーマネジメン
トができる組み合わせの設備を同時に導入した場合に、補助
金が加算されるメニューも新しく用意しています。 

●水素供給設備整備事業補助金 
　 　水素の普及促進と地産地消を図るため、水素供給設備（水

素ステーション）の設置への補助をしています。

脱炭素社会への貢献
　今年４月から、大型ＥＶ（電気）バスの運行を開始しています。運行時の炭素排出を抑えるのはもとより、ゼロエ
ミッション（排出ゼロ）を目指し、社屋に設けた太陽光パネルで作った電力で、ＥＶバスを運用することに取り組ん
でいます。初めての取り組みに不安は尽きませんでしたが、日本初となる100％太陽光発電由来の電力だけによる
ＥＶバス運行を実現しています。
　利用客からは、通常の車両と比べて、「静かで、快適」という感想や、乗ってみたいという声が届いています。
実は、バスのラッピングも四日市の街をイメージしたデザインで、親近感からかとても好評です。
　「サンサンエレビー」という名称とと
もに、ＥＶバスをより身近に感じていた
だければと思います。弊社は、鉄道事
業も含めて、公共交通の一端を担う事
業者として、脱炭素社会の実現という
社会課題に今後も貢献していきたいと
思います。

　昨年初めまでは完全に白紙であった四日市コンビナートのカーボンニュートラル
化の方向性がわずか一年弱で取りまとめられたことに企業と行政の本気度を感じ
ました。この一年、立地企業と行政がしっかりと議論し、今後の良い指針が得られ
たと思います。
　私自身は、全国各地のコンビナート地域と関わっていますが、「県と市の協調」、
「企業と行政・消防との連携」という点ではここ四日市が全国で最も優れています。
また、AIやIoT、ドローンの活用でも四日市は全国から注目されています。
　今後も企業や行政などの関係者が共通の認識をもって取り組み、2050年のカー
ボンニュートラル達成に向けて、検討委員会でまとめられた方向性をより実効性あ
る形により深化させて欲しいと思います。四日市がカーボンニュートラル社会の先
導役となり、環境先進都市として広く知られようになることを期待しています。

　2019年度には、本市で排出されたＣＯ2の総量約730万ｔ※のうち、約
74％の約540万ｔが産業部門から排出されています。本市臨海部コンビ
ナートとしてカーボンニュートラルを実現するために、事業構造の大幅
な変革が求められています。
　その中で発生する様々な課題の解決に向け、投資を呼び込み、新エ
ネルギーの利活用、カーボンニュートラル社会に貢献する素材供給など、
新たな産業を生み出す必要もあります。
　この目標達成に向けて、事業者、国、県、市、関係機関が連携を図る
とともに、専門家の知見を取り入れながら将来の四日市コンビナートのあるべき姿や方向性を打ち出すため、令和4年3月に
「四日市コンビナートのカーボンニュートラル化に向けた検討委員会」を設置し、令和5年3月に検討報告書をまとめました。

　ごみの適切な
分類が減量につ
ながることを伝
えています。

　コンビナート企
業など市内企業の
協力を得て、小学
校で地球温暖化対
策の授業をしてい
ます。

　常設展示「四日市の
現在と未来」エリアで
は、地球温暖化を含む
さまざまな環境問題に
ついて、「自分ごと」と
考えられるよう体験・
体感型の展示をしてい
ます。また、環境に関す
る講座を多数開催して
います。

◦  地球温暖化対策の出前講座

地球温暖化防止対策の補助制度 

四日市コンビナート2050年カーボンニュートラル化に向けた検討報告書

環境教育 四日市公害と環境未来館

◦�ごみ減量啓発の出前講座

三岐鉄道 ＥＶバス（自家発電→ＥＶ） 

カーボンニュートラル社会の実現へ実効性のある施策の構築を今後も期待しています

※エネルギー起源のＣＯ2を計上

※ZEH（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）
　エネルギーの自給自足でエネルギー収支をゼロ以下にする住宅

HP ID  1679455386872

四日市コンビナートのカーボン四日市コンビナートのカーボン
ニュートラル化に向けた検討委員会委員・ニュートラル化に向けた検討委員会委員・
成城大学経済学部 経営学科教授成城大学経済学部 経営学科教授

平野平野創創
そうそう

さんさん

三岐鉄道（株）三岐鉄道（株）
自動車部運行管理課課長自動車部運行管理課課長

伊藤伊藤眞眞
まま

郷郷
さとさと

さんさん

四日市コンビナートの
カーボンニュートラル化に向けた検討委員会

コンビナート企業 学識経験者

国（中部経済産業局・
　　   中部地方整備局）

四日市商工会議所

四日市港管理組合

四日市市・三重県

●燃料電池自動車導入
　促進補助金（ＦＣＶ補助金）
　 　温室効果ガス削減に向け、次世

代自動車の導入を支援します。
　 　走行時に温室効果ガスを排出し

ないエネルギー源として期待される、
水素の需要拡大を図るため、新た
に水素を燃料と
する燃料電池自
動車（ＦＣＶ）の
新規購入への補
助をします。

●ＥＶバス導入促進補助金
　 　公共交通での移動の脱炭素化を図

るため、市内のバ
ス路線へＥＶバス
を導入するための
補助をします。 

令和５年度実施予定

社屋に設置した太陽光パネル

環境学習講座

EV バス：サンサンエレビー

常設展示「四日市の現在と未来」
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一人ひとりが取り組む地球温暖化対策 みんなで応援します！あなたのカーボンニュートラル 

　クールチョイスとは、CO₂などの温室効果ガスの排出量削減のために、カーボンニュート
ラルな社会づくりに貢献する「製品への買い換え」、「サービスの利用」、「ライフスタイルの
選択」など、日々の生活の中で、あらゆる「賢い選択」＝「クールチョイス」をしていこうという
取り組みです。

クールチョイスの推進

具体例： 　三重県では、温室効果ガ
ス削減の取り組みの一つとし
て、太陽光パネル・蓄電池を
多くの人が一緒に安心してお
得に購入・設置できるキャン
ペーンをしています。電気代
の削減だけでなく、災害時の
電源確保にも役立ちます。
　また、本市の「スマートシ
ティ構築促進補助金」の要
件を満たす場合は、併用でき
ます。

　カーボンニュートラル社会の実現には、「市
民・事業者・行政」の連携・協働を図り、ともに
取り組むことが重要です。将来の世代が安心し
て暮らせる環境を引き継ぐために、あなたのでき
ることから始めてみましょう。 

上記 1 ～ 3 は、まとめてワンストップで申し込めます。

　エコ住宅設備の設置などのリ
フォームで、原則最大30万円、子育
て世帯や若者夫婦世帯であれば、Ｚ
ＥＨ住宅の新築で100万円の補助が
申し込めます。

　高性能な断熱窓への省エ
ネ改修で、工事内容に応じ
て定額を補助します。（上限
200万円） 

　①家庭用燃料電池（エネファーム）、
②ヒートポンプ給湯器（エコキュー
ト）、③ハイブリッド給湯器を設置す
る場合に、定額を補助します。（①は
15万円、②および③は5万円）

問い合わせ先
三重　
みんなのおうちに
太陽光事務局
☎０１２０-７２８-３００

問い合わせ先
住宅省エネ2023キャンペーン
補助事業合同お問い合わせ窓口
☎０５７０-２００-５９４

●太陽光パネル・蓄電池の共同購入（三重県）

●省エネリフォームを支援（国土交通省・経済産業省・環境省）

1 2 3

　脱炭素社会の実現には、一人ひとりのライフスタイルの転換が重要です。
ひとりひとりができることをまとめた「ゼロカーボンアクション 30」を参考
として、できるところから取り組んでみましょう。

ゼロカーボンアクション30 

エネルギーを
節約・転換しよう！

太陽光パネル付き・
省エネ住宅に住もう！

CO2 の少ない
交通手段を選ぼう！ 食ロスをなくそう！

再エネ電気への切り替え1

クールビズ・ウォームビズ2

節電3

節水4

省エネ家電の導入5

消費エネルギーの見える化7

宅配サービスをできるだけ
一回で受け取ろう

6

太陽光パネルの設置8
ZEH（ゼッチ）9
省エネリフォーム
窓や壁などの断熱リフォーム

10

蓄電池（車載の蓄電池）・
省エネ給湯器の導入・設置

11

暮らしに木を取り入れる12

働き方の工夫14

分譲も賃貸も省エネ物件を選択13

スマートムーブ15

ゼロカーボン・ドライブ16

食事を食べ残さない17

食材の買い物や保存等での
食品ロス削減の工夫

18

旬の食材、地元の食材で
作った菜食を取り入れた
健康的な食生活

19

自宅でコンポスト20

環境保全活動に
積極的に参加しよう！

3R（リデュース、
リユース、リサイクル）

サスティナブルな
ファッションを！

植林やゴミ拾い等の活動30使い捨てプラスチックの使用を
なるべく減らす。マイバッグ、
マイボトル等を使う

24

修理や修繕をする25
フリマ・シェアリング26
ゴミの分別処理27

CO2の少ない製品・
サービス等を選ぼう！

脱炭素型の
製品・サービスの選択

28

個人のESG投資29

今持っている服を
長く大切に着る

21

長く着られる服を
じっくり選ぶ

22

環境に配慮した服を選ぶ23

◦�昼間発電した電気はリアルタイムで
使えます。
◦�電気代を節約しながら、売電収入で

購入費用を回収できます。
◦�停電時は、自立運転機能に切り替える

と停電用コンセントから1,500W相当
の電気製品が使えます。
◦� 製品により使用できる合計消費電

力は異なります。

◦�昼間発電した電気を蓄電池に貯め
て夜間も使えます。
◦�停電時は、簡単な切替で貯めた電気

を使えます。

7.04ｋWh容量フル充電されていた場合、テ
レビや携帯の充電、照明、冷蔵庫などの機器

（約435W）を約１２時間、連続使用可能。

＊卒ＦＩＴ：再生可能エネルギーを固定価格で買い取るＦＩＴ（固定価格買取制度）の適用期間が満了した状態

例

＊

●この特集についてのお問い合わせ・ご意見は　環境政策課　☎354–8188　ＦＡＸ354–4412
工業振興課　☎354–8178　ＦＡＸ354–8307
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